
1　

現
代
文
の
読
解
⑴　

メ
デ
ィ
ア
論 ･･･････････････････････

2

2　

現
代
文
の
読
解
⑵　

日
本
文
化
論 ･･･････････････････････

8

3　

現
代
文
の
読
解
⑶　

社
会
科
学
論 ･･･････････････････････

14

4　

現
代
文
の
読
解
⑷　

近
代
（
批
評
）
論･･････････････････

20

　

漢
字
ト
レ
ー
ニ
ン
グ ････････････････････････････････････････

26

　

国
語
と
い
う
教
科
は
、〝
論
理
的
か
つ
客
観
的
〞
な
視
点
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
短
期
間
で
実
力
の
つ
き
に
く
い
教
科
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
自
覚
の
う
え
に

立
ち
、
解
法
を
着
実
に
身
に
つ
け
る
目
的
で
、
本
書
は
編
集
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
代
文
で
は
メ
デ
ィ
ア
論
、
社
会
科
学
論
な
ど
ジ
ャ
ン
ル
を
絞
っ
て
と
り
上
げ
、

そ
の
ジ
ャ
ン
ル
に
応
じ
た
解
法
が
習
得
で
き
る
よ
う
に
し
て
あ
り
ま
す
。
今
後
文
章

を
読
む
と
き
に
、そ
れ
が
何
の
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
か
を
確
認
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

本
書
が
有
意
義
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

本
テ
キ
ス
ト
は
、
次
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
基
本
事
項 

各
単
元
の
ポ
イ
ン
ト
を
、
簡
潔
な
説
明
で
示
し
て
い
ま
す
。

▼
プ
ラ
ス
α 

基
本
事
項
に
盛
り
込
め
な
か
っ
た
重
要
事
項
も
示
し
て
あ
り
ま
す
。

▼
例　
　

題 
 

現
代
文
で
は
各
分
野
の
典
型
的
な
文
章
を
掲
載
。
設
問
の
下
に

「
重
要
語
句
」
や
「
ヒ
ン
ト
」
を
添
え
て
基
本
演
習
に
役
立
つ
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
演
習
問
題
Ａ
・
演
習
問
題
Ｂ 

 
  

基
礎
力
の
再
確
認
と
応
用
力
の
養
成
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
実

際
の
テ
ス
ト
の
つ
も
り
で
答
え
を
書
き
込
み
、
そ
の
あ
と
で
「
解

答
解
説
」
と
照
合
し
て
く
だ
さ
い
。

は
じ
め
に

構
成
と
活
用
法

も
く
じ

現
代
文
Ⅰ

現

文
の

漢
字
ト
レ

客
観

で
は

本ど
ジう

に確
認す

。

まて
あ問

の立
つ
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自
覚
の

集
さ
れ
て
い
ま
す
。

て
い
ま
す

ル
を
絞
っ
て
と
り
上
げ
、

を
絞
っ
て
と
り
上
げ

り
ま
す
。
今
後
文
章

す
。
今
後
文
章

こ
と
が
大
切
で
す
。

が
大
切
で
す
。。
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メ
デ
ィ
ア
と
は
？
　

○
「
メ
デ
ィ
ア
」
… 

「
メ
デ
ィ
ア
」
と
は
、
も
と
も
と
は
「
手
段
、
媒
体
」
と
い
う
意
味
で
、「
情
報
を
人
々
に
伝
達
す
る
媒

体
」
の
こ
と
を
指
す
。
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
新
聞
・
雑
誌
な
ど
一
般
大
衆
を
対
象
と
す
る
メ
デ
ィ
ア
は

「
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
」
と
呼
ぶ
。
近
年
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
含
ま
れ
る
。

　

　「
旧
来
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
」
と
「
新
し
い
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＋

　

　
メ
デ
ィ
ア
論
の
テ
ー
マ

　

情
報
の
伝
わ
り
方
の
変
化
に
伴
い
、
メ
デ
ィ
ア
論
の
テ
ー
マ
も
変
化
し
て
き
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

12
○
「
旧
来
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
」
…  

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
新
聞
、
雑
誌
な
ど
、
一

般
大
衆
に
大
量
の
情
報
を
送
る
媒
体
。

 
 

世
論
の
動
向
を
左
右
し
、
政
治
や
経
済
に
影

響
を
与
え
る
こ
と
も
あ
る
。

○
「
新
し
い
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
」
…  

複
数
の
送
り
手
か
ら
複
数
の
受
け
手
へ
情
報

が
行
き
交
う
し
く
み
に
な
っ
て
い
る
。

 
 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
利
用
す
る
こ
と
で

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
と
で
も
、
交

信
が
可
能
。

3・
メ
デ
ィ
ア
論
の
出
発
…
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
の
『
人
間
拡
張
の
原
理
』

　

↓
人
間
の
世
界
や
輪
郭
の
地
球
大
の
拡
大･

人
間
関
係
の
変
質
に
ど
に
つ
い
て

　

↓
↓
情
報
の
氾
濫
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
な
ど
に
つ
い
て

・
パ
ソ
コ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
後

　

↓ 

グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
情
報
の
漏
え
い
、
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
、
電
子
化
な

ど
に
つ
い
て

▽
媒
体
＝
広
く
情
報
を
伝
え
る
と
き
の
手
段
と
し
て

使
う
も
の
。

▽
大
衆
＝
一
般
の
人
々
。

　
　
「
大
衆
」
が
大
き
な
力
を
持
つ
社
会
が
「
大
衆

社
会
」
だ
が
、「
大
衆
社
会
」
と
い
う
語
が
、
い

い
意
味
で
使
わ
れ
る
こ
と
は
、
あ
ま
り
な
い
。「
大

衆
社
会
」
の
問
題
点
と
し
て
、
政
治
的
無
関
心
、

情
報
操
作
や
扇
動
に
弱
い
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
。

▽
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
＝
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
、
時

事
的
な
問
題
の
報
道
、
解
説
、
批
評
な
ど
の
活
動
。

　

▽
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
＝
情
報
を
選
別
し
、
真

偽
を
見
極
め
る
力
。

▽
グ
ロ
ー
バ
ル
化
＝
物
事
が
国
家
や
国
境
に
関
係
な

く
地
球
規
模
で
展
開
す
る
こ
と
。

　
　
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
を
推
進
す
べ
き
と
す
る
考

え
方
を
「
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
」
と
い
う
。

▽
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
＝
個
人
の
私
生
活
に
関
す
る
情
報
。

　
　

ま
た
、
そ
れ
を
守
る
権
利
。

▽
電
子
化
＝
紙
の
文
書
や
画
像
な
ど
を
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
で
使
え
る
よ
う
に
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
に
変
え

る
こ
と
。
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旧来のマスメディア
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受
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